
           

 

 

   

愛車協 一宮支部（信晃興業）の金原です。 

去る、５月２０日の総会で、二期目の理事長職を承認して頂きました。 

成長の兆しの見える副理事長のみなさんにも留任していただき、諸戸 

 専務と共に新たな気持ちで愛車協執行部の結束を図って参ります。 

 

総会には日車協連の小倉会長にも来て頂きました。 

会長は教育委員長も兼任しております。 

来賓挨拶にもありましたが、私が立場を頂いております経営委員会と教 

育委員会は優良な車体整備事業者の見える化事業の両輪として取り組んで 

おります。 

国土交通省との車体整備高度化勉強会で感じたのは、先進安全自動車ユ 

ーザーへの安全・安心な車体修理の提供を我々の業界に強く望んでいる思 

いでした。 

 

今年度より、日車協連では非組合員との差別化を目標として、組合員で 

ある車体整備士に対して、年一回の統一高度化技術研修会が開催されました。 

また、自主認定制度の受付も始まり、広報活動を含め日車協連が行動を始めます。 

頂いた立場の中では様々な情報も入ってきますが、愛車協組合員に対して良いと感じた事は 

 先取りして行動に移していきたいと考えております。 

 

浅学菲才な私ですが、車体業界への思いは人一倍強く、自社においても次世代への事業継承 

 を考えております。厳しい情勢の中、自動車大国である愛知県の頑張りは別格だと感じており 

ますので、ご支援、ご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  

 

 

 
 


